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ラ
！
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
及
理
由
書

　
　
　
第
二
編
違
　
　
警
　
　
罪

　
　
　
　
　
総
　
　
　
則

　
（
範
園
）

第
三
三
五
條
　
蓮
警
罪
と
は
、
罰
金
の
み
を
科
せ
ら
れ
る
行
爲
で
あ
る
。

　
（
刑
）

第
三
三
六
條
　
罰
金
は
、
法
律
に
別
段
の
規
定
の
な
い
限
り
二
〇
マ
ル
ク
以
上

　
一
萬
マ
ル
ク
域
下
と
す
る
。

　
（
第
一
編
総
則
の
適
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
六
七
二
）

第
三
三
七
條
　
蓮
警
罪
に
つ
い
て
は
、
第
三
三
八
條
乃
至
第
三
四
八
條
の
規
定

　
に
基
づ
い
て
別
段
の
結
果
を
生
じ
な
い
限
り
、
第
一
編
の
総
則
中
に
於
い
て

　
重
罪
及
び
輕
罪
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
規
定
を
適
用
す
る
。

　
（
外
國
に
於
い
て
犯
し
た
違
警
罪
）

第
…
昌
八
條
外
國
に
於
い
て
犯
さ
れ
た
違
警
罪
に
つ
い
て
は
、
特
別
法
叉
は

　
條
約
が
規
定
し
て
い
る
場
合
に
限
つ
て
ド
イ
ツ
刑
法
が
適
用
さ
れ
る
。

　
（
過
失
に
よ
る
行
爲
の
可
罰
性
）

第
三
三
九
條
　
過
失
に
よ
る
行
爲
は
、
法
律
が
故
意
を
必
要
と
す
る
の
で
な
い

　
限
り
、
庭
罰
す
る
の
に
充
分
で
あ
る
。

　
（
未
途
、
從
犯
）

第
三
四
〇
條
　
未
途
及
び
從
犯
は
庭
罰
さ
れ
な
い
。

　
（
刑
の
條
件
附
執
行
猫
豫
）

纂
三
四
一
條
　
刑
の
條
件
附
執
行
猛
豫
に
つ
い
て
の
試
験
期
間
は
、
一
年
以
上

　
二
年
以
下
と
す
る
。

　
（
改
善
及
び
保
安
の
庭
分
）

第
三
四
二
條
①
物
件
の
没
牧
臓
、
法
律
が
そ
れ
を
明
白
に
規
定
し
て
い
る
場

　
合
に
限
つ
て
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
②
そ
の
他
の
改
善
及
び
保
安
の
庭
分
は
言
渡
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
特
に
輕
い
場
合
）

第
三
四
三
條
特
に
輕
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
行
爲
者
を
罰
す
る
代
り
に

　
調
誠
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
特
に
重
い
場
合
）

第
三
四
四
條
　
特
に
重
い
場
合
、
こ
と
に
、
現
行
の
規
定
に
封
し
て
執
拗
に
不

　
從
順
を
固
執
す
る
場
合
に
は
、
拘
留
叉
は
一
〇
萬
マ
ル
ク
域
下
の
罰
金
を
言



　
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
利
慾
の
か
ど
で
罰
金
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
）

第
三
四
五
條
行
爲
者
の
利
慾
に
基
づ
く
と
い
う
理
由
で
、
第
六
九
條
に
よ
り
、

　
罰
金
を
科
し
、
叉
は
引
上
げ
る
こ
と
は
許
ざ
れ
な
い
。

　
（
徴
牧
で
き
な
い
罰
金
）

第
三
四
六
條
　
徴
牧
で
き
な
い
罰
金
の
代
り
に
拘
留
が
爲
さ
れ
る
。

　
（
拘
留
）

第
三
四
七
條
　
拘
留
の
翔
聞
は
一
日
以
上
三
ヵ
月
以
下
と
す
る
。

　
（
時
効
）

第
三
四
八
條
　
①
そ
の
経
過
と
共
に
可
罰
性
が
潰
滅
す
る
時
効
瑚
聞
は
六
ヵ
月

　
と
す
る
。

　
②
そ
の
経
過
と
共
に
執
行
の
可
能
性
が
潰
滅
す
る
時
効
期
間
は
二
年
と
す

　
る
。

各

論

　
（
邦
の
領
域
か
ら
の
追
放
に
封
す
る
蓮
反
）

第
三
四
九
條
　
邦
の
領
域
か
ら
の
追
放
に
違
反
し
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ

　
る
。

　
（
灌
限
の
な
い
紋
章
の
使
用
）

第
三
五
〇
條
　
①
妄
り
に
國
若
く
は
邦
の
紋
章
叉
は
鷲
章
の
模
遙
品
を
設
置
し

　
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
②
妄
り
に
國
若
ぐ
は
邦
の
勤
務
旗
章
を
使
用
し
た
者
も
亦
前
項
同
様
罰
せ
ら

　
れ
る
。

　
（
権
限
の
な
い
総
號
の
使
用
、
制
服
の
着
用
等
）

ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
及
理
由
書

第
三
五
閣
條
　
左
の
各
號
の
一
に
該
當
す
る
者
は
、
罰
金
に
虜
せ
ら
れ
る
。

　
一
　
妄
り
に
内
國
叉
は
外
國
の
総
號
若
く
は
榮
位
を
使
用
す
る
者

　
二
　
妄
り
に
内
國
叉
は
外
國
の
制
服
、
業
務
服
、
叉
は
職
務
上
の
徽
章
、
勲

　
　
章
若
く
は
名
饗
章
を
偏
用
す
る
者

　
三
　
看
護
活
動
の
爲
の
職
業
上
の
服
装
叉
は
職
業
上
の
徽
章
で
あ
つ
て
、
國

　
　
内
に
於
い
て
國
家
的
に
承
認
さ
れ
た
も
の
、
叉
は
國
家
的
に
承
認
さ
れ
た

　
　
職
業
上
の
服
装
叉
は
國
家
的
に
承
認
さ
れ
た
職
業
上
の
鐵
章
に
類
似
し
て

　
　
い
る
か
、
叉
は
混
同
す
る
程
類
似
し
て
い
る
も
の
を
妄
り
に
着
用
し
た
者
。

　
　
國
政
府
は
、
國
参
議
院
の
同
意
を
得
て
國
家
的
承
認
を
行
う
に
つ
い
て
の

　
　
原
則
を
定
め
る
。

　
（
氏
名
詐
構
）

第
三
五
二
條
　
故
意
に
灌
限
あ
る
官
吏
に
封
し
て
そ
の
姓
名
、
身
分
、
職
業
、

　
螢
業
、
住
所
地
叉
は
住
居
に
つ
い
て
不
實
の
申
立
を
爲
し
、
叉
は
申
立
を
拒

　
絶
し
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
（
法
定
の
閉
店
時
間
の
蓮
反
）

第
三
五
三
條
　
①
螢
業
主
若
く
は
そ
の
代
理
入
、
ヌ
は
警
官
が
退
去
を
要
求
し

　
た
に
も
拘
ら
ず
、
客
ど
し
て
、
法
定
の
閉
店
時
間
以
後
に
亙
つ
て
、
酒
場
叉

　
は
公
の
娯
樂
場
に
留
ま
つ
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
②
酒
場
叉
は
公
の
娯
樂
場
の
螢
業
主
と
し
て
、
若
く
は
螢
業
主
の
代
理
入
と

　
し
て
、
客
が
法
定
の
閉
店
時
間
以
後
に
亙
つ
て
留
ま
る
こ
と
を
認
容
し
た
者

　
も
前
項
同
様
罰
せ
ら
れ
る
。

　
（
公
衆
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
）

第
三
五
四
條
　
左
の
各
號
の
一
に
該
當
す
る
者
は
罰
金
に
威
せ
ら
れ
る
。

　
一
　
喧
曄
、
混
難
の
惹
起
叉
は
そ
の
他
無
作
法
な
態
度
に
よ
つ
て
、
故
意
に

六
三

（
山
ハ
七
一
一
一
）



ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
及
理
由
書

　
　
公
衆
に
迷
惑
を
か
け
た
者

　
二
　
此
較
的
多
数
の
人
員
を
不
安
に
す
る
の
に
適
し
た
方
法
で
、
敵
意
に
、

　
　
緊
急
警
呼
、
非
常
信
號
を
濫
用
し
た
者

　
三
　
故
意
に
、
公
の
静
謹
を
餅
す
の
に
適
し
た
無
作
法
な
騒
音
を
惹
き
起
し

　
　
た
者

　
（
安
息
日
の
蓮
守
）

第
三
五
五
條
　
日
曜
及
び
祭
日
の
安
息
を
妨
げ
る
こ
と
に
封
し
て
制
定
さ
れ
た

　
規
定
に
蓮
反
し
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
（
葬
式
の
學
行
）

第
三
五
六
條
　
葬
式
の
塁
行
に
關
す
る
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
罰
金
に
屍
せ

　
ら
れ
る
。

　
（
公
丈
書
を
以
て
す
る
取
引
叉
は
貨
幣
の
流
通
の
危
殆
化
）

第
三
五
七
條
　
①
所
管
の
官
聴
若
く
は
適
法
の
獲
行
者
叉
は
作
製
者
の
許
可
書

　
を
得
な
い
で
、
公
丈
書
叉
は
公
の
認
謹
記
號
、
貨
幣
、
有
贋
謹
雰
叉
は
第
一

　
九
六
條
に
記
載
さ
れ
た
種
類
の
謹
雰
の
製
造
に
適
し
た
躊
型
叉
は
そ
の
他
の

　
器
具
、
若
く
は
そ
の
よ
う
な
器
具
で
作
製
さ
れ
た
押
型
、
叉
は
公
丈
書
若
く

　
は
公
の
認
謹
記
號
の
試
刷
を
製
作
し
、
取
得
し
、
喪
却
し
、
叉
は
官
騰
、
．
獲

　
行
者
、
作
製
者
以
外
の
者
に
譲
渡
し
た
者
は
罰
金
に
慮
せ
ら
れ
る
。

　
②
所
管
の
官
臨
叉
は
適
法
の
稜
行
者
若
く
は
作
製
者
の
許
可
書
を
得
な
い
で

　
第
一
項
に
記
載
さ
れ
た
目
的
物
の
作
製
の
爲
に
定
め
ら
れ
た
紙
種
と
同
じ

　
か
、
叉
は
混
同
す
る
程
類
似
し
て
い
る
用
紙
を
製
作
し
、
取
得
し
、
費
却
し

　
叉
ば
官
聴
叉
は
獲
行
者
若
く
は
作
製
者
以
外
の
着
に
譲
渡
し
た
者
も
前
項
同

　
様
に
罰
せ
ら
れ
る
。

　
（
爲
造
紙
幣
）

六
四

（
六
七
四
）

第
三
五
八
條
　
①
取
引
上
紙
幣
（
第
二
〇
〇
條
）
と
混
同
す
ゐ
危
陰
の
あ
る
螢

　
業
上
の
公
告
若
く
は
そ
の
他
の
印
刷
物
叉
は
圖
畳
を
作
製
し
、
叉
は
頒
布
し

　
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
②
前
項
に
記
載
さ
れ
た
よ
う
な
印
刷
物
叉
は
圖
書
の
作
製
に
適
し
て
い
る
疇

　
型
を
作
製
叉
は
頒
布
し
た
者
も
前
項
同
檬
に
罰
せ
ら
れ
る
。

　
（
没
牧
）

第
三
五
九
條
第
三
五
七
條
及
び
第
三
五
八
條
に
規
定
さ
れ
た
種
類
の
器
具
、

　
押
型
、
試
刷
、
用
紙
、
印
刷
物
及
び
圖
書
は
、
没
牧
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
且
つ
、
そ
れ
等
の
も
の
が
行
爲
者
に
属
さ
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
亦
同
檬
で

　
あ
る
。

　
（
土
木
監
督
局
、
無
警
備
の
掘
難
）

第
三
六
〇
條
　
①
建
築
に
關
し
て
入
の
生
命
若
く
は
健
康
を
保
護
す
る
た
め
、

　
叉
は
他
入
の
所
有
灌
を
保
護
す
る
爲
に
制
定
さ
れ
た
規
定
に
違
反
し
た
者

　
は
、
罰
金
に
塵
せ
ら
れ
る
。

　
②
人
が
往
來
す
る
場
所
に
於
い
て
井
戸
、
穴
藏
、
坑
渠
叉
は
こ
れ
に
類
似
の

　
掘
馨
若
く
は
傾
斜
を
安
全
な
装
置
な
し
に
放
置
し
た
者
も
前
項
同
檬
に
罰
せ

　
ら
れ
る
。

　
（
道
路
警
察
、
鐵
道
警
察
、
航
海
及
び
航
室
の
安
全
）

第
三
六
剛
條
　
左
の
各
號
の
一
に
該
嘗
す
る
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
一
　
公
の
街
路
、
道
路
、
若
く
は
廣
場
、
叉
は
水
路
上
に
於
け
る
安
全
、
秩

　
　
序
、
便
宜
、
清
潔
叉
は
静
謹
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
規
定
に
蓮
反
し
た
者

　
二
　
鐵
道
交
通
の
安
全
若
く
は
秩
序
の
維
持
の
た
め
、
公
衆
の
た
め
に
制
定

　
　
さ
れ
た
規
定
に
違
反
む
た
者

　
三
　
航
海
安
全
の
爲
の
航
海
規
則
若
く
は
そ
の
他
の
國
の
規
定
に
蓮
反
し
た



　
　
者
、
叉
は
内
水
航
路
の
保
護
の
た
め
の
規
定
に
違
反
し
た
者

　
四
　
航
室
の
安
全
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
規
定
に
違
反
し
た
者

　
（
消
防
警
察
）

第
三
六
二
條
火
災
の
豫
防
若
く
は
潰
防
の
爲
に
制
定
さ
れ
た
規
定
に
違
反
し

　
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
（
危
瞼
な
物
件
の
取
引
）

第
三
六
三
條
．
①
左
の
各
號
の
一
に
該
嘗
す
る
物
件
の
製
造
、
保
管
及
び
使
用

　
に
關
す
る
規
定
、
若
く
は
そ
の
よ
う
な
材
料
叉
は
物
件
の
蓮
搬
に
關
す
る
規

　
是
に
違
反
し
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
一
　
爆
護
し
や
す
い
、
燃
え
や
す
い
、
叉
は
腐
蝕
し
や
す
い
材
料
叉
は
物
件

　
二
　
毒
物
、
毒
藥
若
く
は
．
藥
品

　
三
　
武
器
若
く
は
揮
藥

　
②
此
の
材
料
若
く
は
物
件
は
没
牧
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
そ
れ
等
が
行

　
欝
者
に
蹄
驕
し
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
倫
没
牧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
護
岸
）

第
三
六
四
條
　
砂
丘
、
海
岸
若
く
は
河
岸
、
叉
は
こ
れ
等
の
場
所
に
在
る
設
備

　
若
く
は
耕
作
物
の
保
護
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
規
定
に
蓮
反
し
た
者
は
、
罰

　
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
（
郷
土
保
護
）

第
三
六
五
條
　
美
術
、
歴
史
若
く
は
自
然
の
記
念
物
の
保
護
の
た
め
、
叉
は
風

　
光
の
保
護
の
た
め
、
若
く
は
土
蒼
の
動
植
物
界
を
保
護
す
る
た
め
に
制
定
さ

　
れ
た
規
定
に
蓮
反
し
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
（
犬
の
使
駿
、
投
石
、
危
瞼
な
尉
撃
、
危
陰
な
動
物
）

第
三
六
穴
條
　
左
の
各
號
の
一
に
該
當
す
る
者
は
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
及
理
由
書

　
一
　
人
に
封
し
て
犬
を
け
し
か
け
た
者

　
二
　
故
意
に
、
他
入
若
く
は
他
入
の
所
有
物
に
向
つ
て
、
石
そ
の
他
の
固
い

　
　
物
叉
は
汚
物
を
投
げ
た
者

　
三
　
入
の
往
來
す
る
場
所
で
、
警
察
の
許
可
を
受
け
な
い
で
護
砲
し
、
若
く

　
　
は
花
火
を
打
ち
上
げ
、
叉
は
自
叢
銃
、
鐵
の
罠
、
鐵
鉤
若
く
は
こ
れ
に
類

　
　
似
の
装
置
を
し
、
叉
は
こ
れ
を
維
持
し
た
者
。
銃
砲
及
び
装
置
は
没
牧
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
そ
れ
等
が
行
爲
者
に
露
麗
し
な
い
場
合
で
あ
つ

　
　
て
も
筒
没
牧
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
四
　
警
察
の
許
可
を
受
け
な
い
で
危
瞼
な
野
獣
を
飼
つ
て
い
る
者
、
叉
は
野

　
　
獣
若
く
は
檸
猛
な
動
物
を
放
し
飼
い
し
て
置
く
者
、
叉
は
そ
の
よ
う
な
動

　
　
物
に
よ
る
傷
害
の
防
止
の
爲
に
必
要
な
豫
防
措
置
を
と
る
こ
と
を
怠
つ
た

　
　
者

　
（
掘
難
、
耕
作
、
土
地
の
奪
取
）

第
三
六
七
條
　
①
故
意
に
掘
り
取
り
、
鋤
き
取
り
、
若
く
は
こ
れ
に
類
似
の
方

　
法
で
、
他
人
の
土
地
、
私
道
、
公
道
、
若
く
は
境
界
の
畦
道
を
妄
り
に
縮
小

　
さ
せ
た
者
は
、
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
②
故
意
に
他
人
の
土
地
、
，
私
道
、
・
公
道
よ
り
土
壌
、
砂
利
若
く
は
そ
の
他
僅

　
か
な
贋
格
の
土
地
の
構
成
部
分
を
妄
り
に
取
り
去
つ
た
者
も
前
項
同
様
に
罰

　
せ
ら
れ
る
。
そ
の
探
掘
に
つ
い
て
官
聴
の
許
可
を
必
要
と
す
る
土
地
の
構
成

　
部
分
を
妄
り
に
奪
取
す
る
こ
と
に
封
す
る
規
定
は
、
本
項
の
規
定
に
は
關
係

　
が
な
い
。

　
③
本
條
の
行
爲
は
、
被
害
者
の
請
求
の
あ
る
場
合
に
限
つ
て
訴
追
せ
ら
れ
る
。

　
（
鍵
の
作
製
）

第
三
穴
八
條
　
①
左
の
各
號
の
一
に
該
當
す
る
者
は
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
六
七
五
）



ラ
：
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
及
理
由
書

　
一
　
家
屋
の
持
主
若
く
は
そ
の
代
理
入
叉
は
警
察
署
の
許
可
を
受
け
な
い
で

　
　
家
屋
の
鍵
を
調
整
し
た
者

　
二
　
居
住
主
若
く
は
そ
の
代
理
人
叉
は
警
察
署
の
許
可
を
受
け
な
い
で
部
屋

　
　
若
く
は
戸
棚
の
鍵
を
調
整
し
、
叉
は
錠
を
開
け
た
者

　
三
　
警
察
署
の
許
可
を
受
け
な
い
で
他
人
に
合
鍵
叉
は
開
錠
羅
を
引
渡
し
た

　
　
者

　
②
　
前
項
の
鍵
若
く
は
開
錠
器
は
没
牧
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
そ
れ
が

　
行
爲
者
に
麟
麗
し
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
尚
没
牧
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
（
他
人
の
猛
匿
へ
の
侵
入
）

第
三
六
九
條
　
①
狩
猛
の
た
め
の
装
備
を
し
て
一
般
の
使
用
に
定
め
ら
れ
た
道

　
路
以
外
の
、
他
人
の
猿
匠
に
侵
入
し
た
者
は
罰
金
に
庭
せ
ら
れ
る
。

　
②
本
條
の
行
爲
は
被
害
者
の
講
求
の
あ
る
場
合
に
限
つ
て
訴
追
せ
ら
れ
る
。

六
六

（
六
七
六
）


